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第 1章 楽天 SEO君について 
 

売上に直結する楽天内商品検索で、最も重要と考えられる商品名の編集作業などを容易で効率的

に行える｢ 楽天 SEO ｣に特化した一括編集ソフトです。楽天市場店、ヤフーストア店、アマゾン出品

などのコンバート編集が一括で出来る編集ソフトではありません。また、楽天商品データ（ item.csv ） 

以外、楽天カテゴリデータ（ category.csv ）、楽天項目選択肢データ（ select.csv ）の編集機能はあ

りません。 

 

1-1 主な機能 

 

・楽天全ディレクトリ ID とタグ IDのインポート更新 

・楽天商品データ（ item.csv ） のインポート 

・商品名、キャッチコピー一括置換編集 

・ディレクトリ ID とタグ IDの編集 

・楽天商品データ（ item.csv ） のエクスポート 

・検索キーワード上位 10位の店舗名と商品名、キャッチコピー分析記録 

 

1-2 利用できる動作環境 

 

Windows 7、8、10 

FileMaker Pro 12、13、14、15、16 

FileMaker Pro Advanced 12、13、14、15、16 

 

1-3 ソフト内容 

 

フォルダ｢ navigation_tag_list ｣ （全ディレクトリ ID リストとタグ ID リスト） 

RS_manual.pdf （本マニュアル） 

楽天 SEO君.fmp12 （ソフト本体） 

ichiba_genre_list.csv （ディレクトリ ID リスト） 

楽天 item仕様.xlsx （参考） 
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フォルダ｢ navigation_tag_list ｣ 画像：001 

カテゴリ別のファイル全ディレクトリ ID リストとタグ ID リスト（３３ファイル） 
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第 2章 楽天 SEO君の初期設定と楽天 itemのインポート 
 

 

2-1 楽天 SEO君の起動 

楽天 SEO君.fmp12をダブルクリックすると、楽天 SEO君が起動し、スタート画面「メニュー画面」

が開きます。 

 

 

2-2 楽天アカウントと店舗名の入力 

楽天アカウント（店舗 url）と、店舗名を完全一致で正しく入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 カテゴリ別ディレクトリ ID とタグ IDのインポート 

ディレクトリ ID リストとタグ IDのリストは、カテゴリ別に 33 ファイル（前記画像 001 csv ファイル） 

あり、全てを取り込むと楽天 SEO君の動作が遅くなり非効率的です。不要なリストは取り込まず、

関係カテゴリのリストのみを取り込みます。 
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1） メニュー画面の｢3.全ディレクトリ ID とタグ IDを最適化する｣をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） ディレクトリ ID一覧〔タグ ID一覧〕をクリックし、タグ ID一覧に移動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）ボタン〔タグ ID インポート〕をクリックし、フォルダ「navigation_tag_list 」からリストを選択しインポート

する。（画像 001参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 全ディレクトリ ID リストのインポート 

 

ichiba_genre_list.csv は、全ディレクトリ ID リストですが、全ディレクトリ ID とパス名の項目、 

約 17,400レコード（行）で構成されています。 楽天 SEO君には最新の全ディレクトリ ID リストが

インポートされており、通常はインポートの必要はありません。楽天ファイル変更などで更新が 

必要な場合は、楽天 RMSより、ichiba_genre_list.csv をダウンロードし、ボタン〔ディレクトリ IDを

インポート〕をクリックし、インポートする。 
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2-5 楽天 RMSから item.csv のダウンロード 

 

RMSにログイン、｢商品登録・更新｣-「商品ページ設定」-「一括編集機能」- 

「CSV更新（変更・削除）」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■CSV ファイルのダウンロードの「詳細タイプ」を選択し、ボタン「CSV ファイルのダウンロード」を 

クリックする。 
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2-6 楽天 item.csv の FTP転送 

 

FTP転送ソフトで、FTPサーバー upload.rakuten.ne.jp の /ritem/download から 

ローカル PCに item.csv を FTP転送する。 

 

 

 

 

 

 

 

2-7 楽天 item.csv のインポート 

 

1） メニュー画面の｢1.楽天 item.csv 一覧を開く｣をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） item一覧〔item インポート〕をクリックし、前述の FTP転送した選択しインポートする。 

＜ item一覧 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ワンポイントアドバイス〕 

① 販売中の商品を検索し、対象表示する。 

② カーソルを当てた項目の内容で一括全置換する。 ③商品名は 255バイト以内にする。 
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第 3章 商品名、キャッチコピーの一括編集 
 

 

3-1 商品名の一括編集 

 

・楽天 SEO君のレイアウト「商品名編集」 を開きます。 

・商品名を一括置換する商品を検索し、対象として表示させます。 

・商品名の置換前ワード（A）と置換後ワード（B）のみ入力し、対象商品を一括置換します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1） 商品名中の Aから Bに一括置換 

〔お中元 お歳暮〕を〔お中元〕に一括置換する。 

①〔お中元 お歳暮〕を入力。②〔お中元〕を入力。③ ⇒ をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 11 

2） 商品名の先頭にキーワードを加える 

商品名先頭に【送料無料】を加える。 

①【送料無料】と記入。②ボタン「＋」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） 商品名の後ろにキーワードを加える 

商品名の後ろに【送料無料】を加える。 

① 【送料無料】と記入。②ボタン「＋」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2 キャチコピーの一括編集 

 

レイアウト「キャッチコピー編集」 を開き、前項商品名の一括編集と同様です。 
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第 4章 全ディレクトリ ID とタグ IDの最適化 
 

全ディレクトリ IDは、年に数回更新されており、2018年 10月 31日現在の最新更新ファイルが、 

ichiba_genre_list.csv （16,254レコード）です。楽天市場では、全ディレクトリ ID リストの更新時に楽天

システムが機械的に自動更新するため、店舗が思うその商品のカテゴリと乖離している場合がありま

す。また、全ディレクトリ IDにひも付けされる関連タグ ID リストも、更新により不適当なタグ IDの設定

があるのではないかと思います。 

 

【最新全ディレクトリ ID】：半角数字 6桁、先頭 1～5 （16,254） 

【最新タグ ID （食品＆飲料）】：半角数字 7桁、先頭 1 （345,503） 

 

2017年 10月末まで全ディレクトリ IDが約 40,000件あったものが、約 40％の 16,254件になったこと

から現在設定されている全ディレクトリ IDは、店舗が思うカテゴリと乖離しているものと思います。 

 

食品＆飲料のタグ IDは現在、半角数字 7桁、先頭 1 ということになっていますが、タグ IDについて

は楽天市場による自動更新がないため、過去の 7桁、先頭 5の旧タグ IDを使用している店舗さんも

多くみられます。 

 

 

商品に最も適切な全ディレクトリ IDやタグ IDを設定する補助ツールが「ディレクトリ最適化」です。 

 

4-1レイアウト〔タグ ID一覧〕で、店舗に不要なタグ IDを事前に削除する 

 

全ディレクトリ IDには、多くのブランドや産地などのタグ IDがひも付けされています。自店舗に不要

なタグ IDは事前にレイアウト「タグ ID一覧」にて削除しておくと、日々の運用が効率的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目「チェック」、ステータスエリアのアイコン〔検索〕、スプリクト-「ここから上までチェックを入れる」

などを利用し、不要なタグ IDを検索し削除します。 
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4-2 各レイアウトのボタン〔ディレクトリ最適化〕をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3 ディレクトリ最適化方法 

 

レイアウト「ディレクトリ一覧」を開き、次の手順でディレクトリ最適化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ディレクトリ ID が②に表示され、全ディレクトリ IDのパスが③に表示されます。  

商品名①とディレクトリパス③を比較し、問題がある場合は、ボタン〔ディレクトリ一覧〕をクリック。 

適切と思われる全ディレクトリ IDを選択コピーします。 

 

全ディレクトリ ID ②に ひも付けされている関連タグ ID ④を、タグ ID覧⑤に列記するわけですが、 

最新のタグ IDを選択しているか確認する方法は次のとおりです。 

 

⑤のタグ IDをひとつ、カーソルでなでて選択し、⑥のボタン〔タグ照合〕をクリックする。 

 

【タグ IDが適切な場合】：タグ分類⑧、タグ名⑨にテキストが表示されます。 

※空欄の場合は、最新リストに存在せず不適切です。 
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第 5章 楽天 item.csv のエクスポート 
 

本ソフト「楽天 SEO君」は楽天 SEOに特化した一括編集ソフトです。 

エクスポートする項目（フィールド）を指定し、エクスポートすることが可能です。 

 

5-1 各レイアウトのボタン〔エクスポート設定〕をクリック 

エクスポートする商品を対象とした後、各レイアウトのボタン〔エクスポート設定〕をクリックする。 

 

 

 

 

 

5-2エクスポートする出力項目にチェック 

エクスポートする出力項目にチェックを入れ、ボタン〔item.csvをエクスポート〕をクリック。 

楽天 SEO君.fmp12 と同ディレクトリのフォルダ「csv」に、item.csv がエクスポートされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-3 FTP転送で楽天 

/ritem/batch に前項でエクスポートした item.csv を選択し楽天にアップロードする。 
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第 6章 楽天サーチ順位分析と記録 
 

本ソフト「楽天 SEO君」内で、検索キーワードを指定して、楽天内の検索上位（第 10位まで）が、 

どの店舗、また、どの商品かを知り、記録分析できます。 

 

6-1レイアウト「楽天サーチ分析」で、検索順位をみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索キーワードを入力する。 

② クリックして、キーワードをセットする。 

③ クリックして検索順位を取得する。 

 

6-2商品管理番号をコピー、商品情報と検索順位情報を比較分析する 

 

 

 

 

 

① レイアウト「商品名編集」などで、商品を検索、検索キーワードを入力する。 

② ボタン〔サーチ分析〕をクリックすると、レイアウト「楽天サーチ分析」に移動し、商品情報と 

検索キーワードを持ち込む。 
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③ レイアウト「楽天サーチ分析」に切り替わると、自動で前レイアウトから検索キーワードが 

自動で入力される。 

④ クリックして、キーワードをセットする。 

⑤ クリックして検索順位を取得する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイアウト「楽天サーチ分析」で、直接、検索キーワードを入力して検索順位を取得、他のレイアウト

から商品情報を持ち込み、検索順位を取得、どちらも操作手順は大差ありません。 

 

検索順位情報には、 

 

・自店舗の商品の場合、赤字で表示されます。 

・商品情報を記載した場合、その商品管理番号がヒットすると、赤字で表示されます。 

・検索順位に商品情報が表示されます。 

（店舗名、商品名、キャッチコピー、商品管理番号） 

 

検索順位に表示する商品情報取得に約 30秒要し、楽天サイトの検索結果よりはるかに時間がかか

りますが、次の検索順位情報を記憶保存するために必要な処理時間です。 
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6-3 レイアウト「楽天サーチ分析一覧」を開く 

 

ボタン〔サーチ記録一覧〕をクリックし、レイアウト「楽天サーチ分析一覧」を開く。 

 

 

 

 

 

 

 

検索キーワード、検索日（降順）、検索 1位、検索 2位、検索 3位・・・ 

の順に検索順位の「 店舗アカウント / 商品 url 」 が表示されます。 

各データは FilMakerデータベースとして保存されています。 

 

自店舗の商品が検索上位にヒットしている場合、赤字で表示されます。 

各「 店舗アカウント / 商品 url 」をクリックすると、該当商品ページが開きます。 
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第 7章 FileMaker の基本操作方法 
 

本ソフトウエア「ヤフ楽編集君」を効率的に活用するには、FileMakerの基本操作を覚えていただくと

効率的なご利用が可能です。この章では基本的な FileMakerの操作方法を説明紹介します。 

 

7-1 最も重要な注意点 

FileMakerは、多くの人が簡単に操作できるデータベースソフトウエアですが、忘れてはいけない

注意があります。フィールドという入力項目にデータを入力し確定した時点でデータベースは保存

され直前の入力値に戻ることはできません。多くのソフトウエアが「保存」という操作で書き換えた

データで保存されるのに対し、FileMakerは入力値が順次に保存され直前の入力値に戻ることが

できないことを理解しておきましょう。 

 

7-2 データベースの名称 

 

フィールド …   データ項目（例：氏名） 

レコード …   データ項目の集まり（例：氏名、住所、電話番号など情報の集まり） 

対象レコード …  検索されたレコード群で、「全置換」「ソート」の対象となる 

ブラウズモード …  データの入力、追加、変更、削除などを行うモード 

レイアウトモード …  画面をデザインするモード 

検索モード …  データを検索するモード 

プレビューモード … 印刷・出力の状態を確認するモード 

 

7-3 ステータスエリアの構造と名称 

 

ステータスエリア 

 

 

 

 

 

① ブック：前のレコードに移動 ⑦ 全てを表示する 

② ブック：次のレコードに移動 ⑧ 新規レコードを追加する 

③ レコード番号  ⑨ 現在のレコードを削除する 

④ 対象レコード数  ⑩ 検索モードに切り替える 

⑤ 全レコード数  ⑪ フィールドを指定してソートする 

⑥ ソートの状況  ⑫ レイアウトにある全てのフィールドを対象に検索する 

 

※ 上の例では、全 303レコードのうち、12レコードが対象レコード、レコード番号 3のデータが、 

アクティブになっていることを意味します。 
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7-4 検索窓入力による検索 

1） ステータスエリア右上の検索窓に検索ワードを入力し、エンター（return）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 現在のレイアウト（画面）で表示されている全てのフィールドから検索ワードで検索実行 

します。表示されていないフィールドからは検索されません。 

 

7-5 検索モードによる検索 

1） ステータスエリアのアイコン〔検索〕をクリック。 

 

 

 

 

2） 検索するフィールドに検索ワードを入力し、アイコン〔検索実行〕をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

7-6 一致するレコードを検索 

1） 検索するフィールドを右クリック。 

2） プルダウンメニューから「一致するレコードを検索（M）」を選択。 

 

 

 

 

 

 

→ 

 

 

 

 



 20 

7-7 レコードの複製 

1） 複製するレコードにマウスポインタを置く。 

2） メニューバー「レコード（R）」をクリック。 

3） プルダウンメニューから「レコード複製（A）」を選択。 

 

7-8 現在のフィールド値で対象全てのレコードを全置換 

1） 全置換するフィールド値にマウスポインタを置く。 

2） メニューバー「レコード（R）」をクリック。 

3） プルダウンメニューから 

「フィールド内容の全置換（E）」を選択。 

4） 置き換える置換の値を確認。 

5） 問題なければ①の〔置換（E）〕ボタンをクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-9 計算結果で対象全てのレコードを全置換 

 

1） 全置換するフィールド値に 

マウスポインタを置く。 

2） メニューバー「レコード（R）」をクリック。 

3） プルダウンメニューから 

「フィールド内容の全置換（E）」を選択。 

4） 計算結果で置き換える（C）の右、 

ボタン〔指定（S）〕をクリック 

5） 現在のレイアウトのフィールド①を 

ダブルクリックし、②に表示するなど 

計算式を中央の窓に入力。 

6） 画面右下の③〔OK〕をクリック。 

7） フィールド内容の全置換画面で 

ボタン〔全置換（E）〕をクリック。 

 


